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回
国
圃
團
回
國
團

西
欧
連
合
と
英
國
の
動
向

　
ペ
ヴ
ィ
ソ
英
外
相
が
昨
嘩
鱒
穏
廿
二
日
予
院
に
於
て
西
鰍
蓮
合
の
構
懇

を
装
表
し
、
孟
董
ぞ
英
鶴
画
藁
ル
ギ
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ル
ク

セ
ソ
グ
夢
の
所
翼
ネ
生
多
善
薗
と
の
問
巌
治
、
軍
事
、
輕
濟

撫
鎖
を
含
む
ブ
リ
ュ
ジ
セ
ル
條
約
（
煽
羅
器
o
冨
評
籔
）
が
締
絃
さ
れ
、

四
隊
薄
合
が
成
立
し
て
か
ら
輔
年
に
垂
ん
と
し
て
ゐ
る
。
藺
厭
蓮
合
は
、

い
う
毒
鑑
ぐ
護
に
霧
ぎ
蕎
慕
を
畠
享
養
蕎
盟

を
中
核
と
す
る
も
の
瞭
あ
紅
が
、
西
獣
蓮
合
が
、
そ
の
陵
足
以
來
漕
々
騰

　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
き
　
　
　
　
　
　
ヨ

髄
を
整
え
て
丙
蓉
を
具
麗
化
し
、
翼
に
そ
の
捜
充
を
圓
り
つ
、
』
あ
る
ζ

と
は
、
・
國
”
際
遽
合
の
歩
み
の
藩
々
た
る
こ
と
に
響
比
し
て
特
に
注
目
ナ
ベ

き
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
o

　
灘
ぢ
、
“
．
九
四
入
年
竃
月
十
七
段
西
厭
蓮
合
欝
が
調
印
蛭
ら
れ
て
以

楽
、
四
お
に
は
五
か
國
外
相
か
ら
威
る
常
設
協
議
機
翻
が
設
け
ら
れ
る
と

美
に
、
躍
ち
に
盤
謁
“
軍
峯
萎
員
禽
が
ロ
y
ド
ソ
に
設
置
さ
れ
、
流
ケ
國
國

　
　
　
　
鰯
際
隆
縁
P
謎
籔

防
相
、
軍
事
首
脳
部
に
よ
つ
て
共
伺
防
徳
問
題
が
協
議
さ
れ
、
』
武
器
の
㎝
渦

権
綴
幅
、
統
一
的
軍
事
訓
隷
組
織
、
嚢
各
國
が
随
唖
行
動
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ん

得
る
一
定
兵
力
の
保
持
及
兵
力
分
擦
組
織
の
樹
立
、
規
絡
化
さ
れ
た
レ
毒

で
盤
遙
蓋
褻
を
享
垂
嚢
地
轡
馨
、
禽
護
本

部
の
馨
が
圖
ら
れ
た
馨
あ
る
が
、
督
月
授
米
隅
孕
ダ
の
軍
事

蕎
馨
多
ザ
妾
・
主
を
聖
叢
審
簾
閉
醗
、
蒸

券
優
ず
あ
國
防
雀
叢
顔
闘
防
響
馨
開
催
さ
れ
、
一
そ
の

會議の

轄
…
果
、
典
同
國
防
計
盤
に
つ
き
協
簸
が
威
立
し
沸
各
國
は
こ
の
典
”

同
計
書
に
基
い
て
各
々
自
國
の
國
防
計
書
を
定
め
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で

あ
る
。
已
に
加
畢
商
の
陸
、
灘
、
甕
零
冨
以
て
篇
蓼
警

票
馨
せ
ら
葦
ゑ
が
、
整
て
誘
管
儀
餓
蓼
嚢
筒

斑
令
官
と
し
て
英
國
参
謀
総
長
モ
ン
ド
ゴ
ヌ
リ
ー
元
帥
が
任
命
ざ
れ
た
の

で
み
る
。
（
外
務
省
調
壷
局
、
最
近
の
國
際
情
勢
第
黛
雀
第
十
號
に
よ
る
）

を
書
繁
合
裟
翻
に
於
客
鑑
叢
長
は
、
園
際
蓼
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

備
纏
織
が
未
だ
一
歩
汰
前
進
し
て
ゐ
な
い
の
と
著
し
い
封
照
を
な
L
て
め

る
の
で
あ
つ
て
、
安
全
保
障
機
構
と
し
て
の
國
際
蓮
合
の
霧
脆
弱
と
反

銘
例
し
て
、
西
厭
蓮
合
は
援
充
張
化
せ
ら
れ
、
プ
ル
プ
ジ
セ
ル
條
約
か
ら

更
に
北
大
西
蕪
ハ
乞
段
菩
卜
曲
震
轟
O
弓
帥
魯
）
に
ま
で
進
展
し
つ
蕊

あ
る
の
で
あ
る
。
い
は
攣
西
欲
蓮
合
は
渇
國
際
蓮
合
の
穆
界
的
安
全
保
障

機
講
あ
失
…
欺
に
封
す
み
、
地
域
的
安
全
保
皿
陣
“
椴
樹
僻
の
屡
鰹
盤
頭
ハ
と
も
い
は

紅
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
蕊
轟
》



鋤
慶
曇
鰐
璽
曇
轟

＝

　
い
ふ
ま
で
竜
な
く
こ
の
四
四
隊
蓮
｛
脚
の
爽
嗣
防
衛
騰
制
の
背
後
に
ば
、
加

髭姦璽

3
老
て
ゑ
嚢
的
、
馨
的
、
文
化
的
薯
塞

盤
が
嚢
手
ゑ
忽
㎝
、
ぞ
の
蓉
ほ
亨
留
パ
の
緩
、
“
蓉
教
精

穆
罠
農
駕
畠
に
撃
捨
鐸
に
よ
つ
て
蔓
盈
で
ゐ
る

量
隅
婁
善
燈
胴
婁
導
デ
も
毫
桑
、
特
毫
霧

鑑
饗
多
壱
5
蓄
謬
豊
擁
奪
る
を
竃
逃
芝
巌

出
家
な
、
い
。
ご
の
薦
厭
蓬
合
の
鉱
礁
騰
制
の
賞
質
的
充
寳
に
は
、
ア
メ
リ

　
て
　
ン
　
　
ノ

カ
の
提
助
を
必
嬰
と
す
巻
の
は
自
朗
の
謹
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
ほ
ア
メ
リ

カ
φ
噸
、
電
Ψ
包
慨
援
助
．
更
に
ほ
西
獣
，
軍
峯
樹
槻
ぬ
封
す
る
ナ
メ
9
カ
の

桑
箋
讐
福
帰
堂
ち
驚
，
ぞ
象
灘
粂
携
参
蓼
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
コ

漿
鐸
防
懲
難
と
￥
拶
警
つ
轟
局
防
衛
醗
制
男
建
婆

ぎ
を
得
な
い
質
で
庵
あ
る
。

　
若
↓
、
酋
厭
蓮
台
溝
か
青
る
軍
審
粟
同
防
徳
騰
制
に
重
鮎
を
お
く
な
ら

ぱ
、
ぞ
れ
は
ア
虜
慶
夢
の
観
器
援
助
を
墜
要
と
す
胤
闘
係
上
、
ア
メ
リ
カ

φ
璽
儒
猿
携
め
前
衡
万
至
ほ
一
壌
と
な
る
の
は
明
か
で
あ
る
ー
い
ふ
ま
で

癒
な
盈
覆
め
奮
響
了
忽
ル
タ
ラ
あ
援
助
婦
ぐ
酉
警
し

ζ
ば
、
米
國
φ
パ
ッ
ク
と
制
約
を
無
親
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
從
つ
て
米

図
を
加
え
た
斐
遷
と
い
ふ
萎
岡
盟
と
な
ら
ざ
る
姦
な
お

は
醤
然
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
ば
、
、
必
然
的
に
西
獣
適
合
を
資
本
主
義
的
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
睡
0
）

序
の
串
に
引
込
む
こ
と
』
な
る
か
ら
、
・
そ
れ
は
鴬
然
に
墓
墨
薩
禽
虫
灘
的

秩
序
と
爵
立
を
激
化
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
乞
熱
る
に
こ
走
海

意
ナ
ベ
き
紘
、
酉
獣
邊
猷
、
惹
有
効
欝
畳
畿
＋
年
と
憶
長
期

的なも

の
で
あ
つ
て
、
軍
事
同
盟
と
↓
て
敵
極
め
で
特
異
な
憾
絡
を
も
つ

で
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
邸
ち
、
西
厭
蓮
会
が
説
＋
年
の
長
き
生
命
を
録
つ

た
め
に
は
、
武
力
に
基
礎
を
お
き
愛
韓
常
な
き
パ
ヲ
ソ
ス
・
オ
ブ
㌔
バ
ワ

う
や
パ
鷺
『
・
ぷ
リ
テ
ィ
ッ
ク
筑
の
上
《
立
つ
政
治
的
、
軍
事
的
岡
盟
遭

超
え
数
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
を
む
つ
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
散
に
、
西
鰍
蓮
合
が
軍
事
同
盟
た
る
⇔
と
に
重
貼
忍
お
ぐ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ぼ
、
そ
れ
は
米
属
の
軍
鱗
援
助
に
よ
つ
て
そ
の
短
期
的
強
北
に
腰
役
血
つ

な
箋
蕊
裳
ぎ
、
善
蛮
餐
力
的
蒙
滋
嚢
誉
中

に
誉
込
ま
砦
こ
良
よ
つ
護
期
的
婁
建
が
保
だ
蕎
誉
馨
恐

れ
竃
誇
還
奄
桑
主
講
葎
が
誌
必
然
鍵
髪
ぞ

恐
憶
打
開
の
た
め
の
磯
箏
の
危
機
を
湛
け
得
な
い
ど
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

秩
序
に
依
存
す
る
撰
り
西
獣
蓮
合
む
亦
ぞ
の
蜜
嚢
悌
樟
覆
捌
と
し
て
限
界

が
あ
る
こ
と
欲
菟
れ
な
い
で
あ
ら
ケ
。
酉
獣
蓮
合
を
し
で
短
期
的
軍
楽
同

藍
た
ら
し
め
る
こ
と
な
雫
長
耕
騰
捌
た
ら
し
め
ん
与
嚢
ら
媛
ぞ

こ
に
何
等
か
新
し
い
獲
展
方
向
が
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
o

三



　然る

に
、
蒙
近
ド
蓄
〃
ト
ン
英
葡
磁
羅
は
、
酉
獣
蓮
A
繕
設
賀
奢
の
莫

國
槽
護
任
命
さ
塵
．
馨
ず
与
茸
在
つ
て
活
樂
ぞ
あ
る
と
停
え
ち

れ
る
㌣
鵡
φ
下
一
」
乃
ト
ソ
（
衷
の
任
命
に
づ
か
て
は
、
7
ト
夢
L
首
相
及

ぴ
歪
す
籍
の
濃
な
轟
を
押
衝
ぞ
9
号
ズ
霜
の

甕
暴
象
慰
雪
信
営
れ
嘉
、
．
9
冒
欝
崔
邑
ご
§
魯
琶

騨
器
、
嘗
言
．
に
歯
る
〉
そ
こ
に
我
慮
爾
厭
蓮
合
を
新
し
き
駄
撮
濟

的
養
盆
に
ぞ
・
、
急
よ
2
穣
蓼
・
暑
し
い
藷
を
器
ん

と
蓄
爵
警
轟
嚢
欝
嘉
暑
の
霧
る
。
ヤ
か
え
る
な

ら
僕
そ
詮
、
，
從
奮
築
主
欝
髪
下
の
肇
豊
の
皇
禦

馨
．
老
か
傑
舞
震
を
肇
藻
と
を
蕩
滲
結
主
欝

屡
ψ
鰹
導
で
、
酉
厭
馨
噛
震
憶
そ
蓄
謝
セ
、
嚢
し

器
房
鴛
至
詮
享
｝
莞
、
で
デ
あ
保
守
蕪
外
交
政

讐
の
露
掻
く
」
じ
募
蔽
麟
畷
雛
ら
ノ
リ
ッ
ζ

溌
詮
塵
舞
案
の
馨
が
．
調
覆
ト
・
宅
茜
難
合
畠

蘂
工
作
を
行
わ
し
め
ん
と
す
る
の
で
は
な
が
ら
う
か
。
　
　
　
、

　
若
し
西
獣
飼
盟
が
翠
な
る
萎
岡
盟
に
終
る
こ
と
な
く
、
．
獣
洲
経
濟
復

墨
長
介
と
し
て
の
安
桑
楳
障
膣
鮒
と
を
爾
悪
ん
と
ナ
る
な
ら
ば
、

ぞ
の
装
繋
逡
駕
於
て
大
き
な
奨
輩
が
行
は
れ
な
廿
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
痢
”
か
で
葛
る
笹
碗
懸
琴
鐸
は
東
一
獣
に
講
抗
す
る
酉
獣
　
…
共
詞
防
衛
と
い
ふ

接
鳥
養
曇
ぞ
屡
、
議
の
響
的
歪
ク
、
讐
て
棄

霊
窮
鶴
約
を
発
薮
る
琶
が
出
來
な
婁
あ
ら
う
。
元
楽
霞
融
蓮
合
は

　
　
　
　
“
樫
駁
”
鑓
O
農
戴

ペ
ネ
ル
箔
ヲ
ク
ス
竃
國
の
開
税
協
定
歳
起
瀕
す
る
所
』
り
圓
由
笈
葎
濟
の

傾
肉
が
強
伽
り
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
莫
國
の
融
愈
滋
“
饗
鷲
綴
鶏
お
影

響
詮
葵
髭
奪
謬
を
し
垢
る
の
墓
る
。
捻
藻
藍

合
拡
ヤ
女
ス
の
面
を
も
ち
、
表
に
自
由
費
累
主
義
離
デ
モ
ク
ラ
シ
蓄
の
撰

印
を
か
』
げ
つ
玉
、
・
そ
の
裏
に
泣
會
生
灘
葡
欝
編
裁
に
努
め
っ
よ
あ
る
の

澱
豪
ξ
か
．
蚕
蓉
彙
し
蚕
奎
糞
毒
皇
馨
舞

の
基
礎
の
上
に
立
つ
と
き
長
き
歯
命
を
保
ち
う
巻
の
噂
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
四

　
現
在
英
國
に
あ
る
自
由
主
義
経
濟
學
着
妻
饗
竃
盲
図
9
冨
教
擾
は
、

最
近
「
港
妻
と
霞
量
」
、
、
警
讐
管
甕
ぎ
嘗
q
雪
・
・

な
る
論
文
．
（
目
目
o
齢
目
留
鐸
望
＄
醤
欝
η
．
旨
岳
冒
昌
臼
）
に
於
で
、

警
義
薗
羅
霞
嘉
を
饗
ぞ
奪
藷
薯
鎗
、
蛍
、
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ロ

そ
の
結
論
の
如
何
は
別
と
し
て
、
酉
獣
蓮
合
の
展
望
に
資
す
る
も
の
と

考
倉
馨
．
彼
集
爵
麟
係
醤
密
器
義
の
及
響
召

考
え
る
に
心
冨
つ
て
再
融
禽
主
義
の
経
皿
濟
原
期
如
何
を
碍
ふ
て
、
自
由
市
場
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
う

自
由
企
柴
に
基
礎
を
お
く
膚
由
主
義
経
濟
に
較
べ
て
ギ
，
融
會
滋
義
は
そ
の

本
質
に
於
で
経
濟
生
活
み
政
治
化
又
は
國
家
化
曾
富
欝
訟
馨
）
を
寒
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

し
統
割
第
一
を
主
義
と
す
る
國
家
主
襲
β
畢
勢
誉
）
で
あ
畜
と
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

あ
る
。
然
し
現
在
の
麟
家
は
世
界
國
家
で
は
な
い
か
ら
ヤ
敵
会
主
縫
欲
剛

民
一
図
家
の
窺
模
に
於
て
の
み
可
鮨
で
あ
り
、
從
っ
で
融
禽
霊
義
悠
襯
講
蝕
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
豫
“
）



　
　
　
欄
驚
璽
憂
の
灘
鯉

重
糞
外
な
ら
燦
い
の
楚
あ
つ
て
曲
そ
⑳
鷺
然
の
爵
結
と
し
て
か
つ
て

の
蜜
．
一
妻
蛋
蔚
量
峯
暑
如
く
勢
の
簿
・
國
内
鷲
の

誰
葉
ぞ
認
的
長
董
ガ
薯
け
れ
ぎ
、
舞
的
に
籔
腕

墾
馨
あ
つ
函
欝
接
箋
不
禦
必
磐
な
る
の
虜
る
。
蓮

塾

綴
灘
み
属
婁
中
統
繭
は
噛
國
際
雛
分
製
誹
立
の
犠
牲
に
於
て
ゆ
み
豊

成ざ

れ
る
の
で
あ
つ
で
、
歓
倉
虫
義
臥
そ
の
高
く
美
し
い
意
隠
建
拘
ら
ず
、

鑑
婆
饗
騰
肇
蕎
痴
嚢
毒
雷
楓
憂

襟
貿
易
の
被
擾
」
外
國
貿
易
の
國
家
獅
占
、
商
晶
、
資
本
、
金
貨
、
入
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ご
　
の

等実纂

餌
蓼
越
え
る
に
つ
い
屡
磐
鷲
嘉
え
嘉
の
、
所

謂
ヲ
滞
圭
嚢
溶
ら
ざ
急
鱒
喪
。
從
っ
冥
、
國
薩
係
鋳

立
硬
化
オ
る
旗
ら
融
留
滋
灘
に
よ
つ
て
は
國
際
瀧
會
の
挙
篇
髪
定
を
欝
ら

し
得
な
い
と
ナ
る
め
で
あ
る
o
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そ
港
、
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享
催
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姦
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裏
義
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塀
蝦
麟
欝
小
ア
裏
ル
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毒
位
に
盆
す
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の
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冬
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下
の
ヂ
イ
ツ
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翠
に
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、
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、
ソ
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地
冨
だ
け
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な
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濟
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易
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湯
げ
ら
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郎
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地
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禽
霊
縫
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國
家
あ
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と
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融
會
主
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國
蒙
臨
た
ら
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る
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ら
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、
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翠
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輿
吸
牧
し
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了
ふ
の
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彼
に
ま
れ
ぼ
・
瀧
會
主
義
と
緊
麟
響
と
は
相
携
斥
す
る
も
の
と
な
る
の

で
あ
つ
て
、
港
嚢
塾
輔
醤
麟
は
、
、
籠
家
の
盆
を
招

か
璽
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
麗
税
伺
盟
藝
、
墾
覆
超
國
家
め
下
に
於

て
の
み
可
能
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
ば
融
禽
主
養
盟
制
の
下
で
ば
あ
り
鴛
な

い
の
虜
る
識
鰯
灘
葬
と
墜
種
盆
讐
響
讐
髪
い
。
從

つ
て
融
會
蛍
義
に
輕
濟
生
活
の
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治
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で
あ
る
か
ら
ゆ
ヨ
L
ワ
ッ
バ
の
政

治的

統
輔
が
纏
濟
続
叫
の
第
叫
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件
ど
な
ら
な
け
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ば
な
ら
な
い
が
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現
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不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
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か
く
て
自
由
経
濟
學
渚
た
る
教
授
は
、
瀧
禽
主
義
が
公
正
準
和
の
纏
済

秩序を

希
求
す
る
に
拘
ら
ず
、
』
事
賢
は
國
家
猛
占
、
從
ウ
て
國
際
纏
済
に

於
け
る
分
礫
封
立
を
避
け
難
く
す
る
が
敢
に
、
融
會
主
義
と
國
際
耶
翻
と

は
相
容
れ
ず
と
い
ふ
頗
る
悲
躍
的
結
論
を
下
す
の
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
こ
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解
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鮭
會
主
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の
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念
の
理
解
に
於
て
誤

謬
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ゐ
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で
あ
る
と
す
る
け
れ
ど
真
國
家
薩
會
霊
義
嫁
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本
に
於
て
資
皿
不
叢
義
で

あ
り
、
臨
霧
豊
静
と
い
つ
て
も
、
賃
に
厨
有
権
は
依
然
と
し
て
個
人
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
る
。
眞
の
灘
會
主
義
と
は
、
所
看

横
の
移
縛
を
實
行
し
て
生
産
手
段
の
國
有
化
が
行
は
れ
て
い
る
こ
と
を
い

ふ
の
で
ゑ
．
そ
巌
に
、
薩
會
義
窄
養
垂
藷
剰
漆
ぐ
、

從
つ
て
彊
制
的
海
外
進
出
は
な
い
か
ら
封
外
闘
係
も
亦
築
和
的
で
あ
る
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術
も
《
の
レ
プ
ケ
教
綬
の
諭
断
に
拘
ら
ず
、
塞
國
敵
會
主
義
低
一
方
極

め
て
酸
巌
な
爲
替
続
制
蔦
濾
外
譲
金
制
限
等
の
統
制
を
強
化
し
な
が
ら
、

飽
方
そ
の
外
炎
陳
最
も
果
蜥
に
統
制
の
わ
ぐ
を
越
え
外
國
と
の
交
流
を
行

ひ
マ
あ
る
φ
で
あ
る
。
そ
の
．
厨
と
し
て
ク
リ
ッ
プ
ス
英
藏
相
は
か

の
畿
絡
な
制
限
の
最
初
の
例
外
と
し
て
、
フ
ラ
、
ソ
ス
炭
鑛
ス
，
ト
ラ
イ
キ
に
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す
ゑ
量
崖
羅
盆
合
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旨
凶
昌
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理
．
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ヅ

ト
ヲ
ン
訊
塞
騨
の
千
熔
ソ
ド
邊
金
を
許
冨
し
た
の
で
あ
る
翌
着
し
依
然
と

し
で
英
國
が
ペ
グ
ィ
ン
洗
の
爾
鴬
政
策
外
交
を
採
る
と
き
は
か
の
イ
ス
ラ

秀
無
翻
距
否
に
見
る
如
ぐ
人
舞
意
に
反
し
た
帝
國
主
義
的
張
硬
政
策

に
領
遷
、
訓
際
間
の
摩
擦
を
張
め
國
檬
不
安
を
高
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
が
、
3
ず
お
も
と
藻
塔
警
毒
箋
撫
い
て
ぽ
、
入

昆相

互
の
編
祉
の
た
め
に
ほ
國
境
を
超
え
て
の
交
洗
交
易
が
行
は
れ
、
國

際
協
調
、
國
際
挙
和
の
可
能
性
も
高
ま
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
祉
會

主
義
デ
そ
〃
ラ
シ
ー
の
下
に
於
て
は
満
邊
剰
生
凄
恐
慌
な
ぐ
國
内
市
場
の

捌

澱
墳
大
が
あ
る
か
ら
籐
窃
奮
相
互
補
塞
バ
ー
タ
養
易
毯
る

け
れ
ξ
寂
薗
市
堵
撃
蓼
奮
の
甕
袋
い
奪
で
あ
る
。
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叫
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